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表紙写真：自衛官候補生入隊式 服務の宣誓（第３特科隊）

各種行事・訓練・表彰

第１回師団統裁バトラ戦闘訓練
令和３年度自衛官候補生入隊式
新型コロナウイルス感染拡大防止に係る表彰
令和２年度師団ベスト戦士

３Ｄレディー
ただ今奮闘中
一隅を照らす
趣味あり〼

第３師団隊員紹介コーナー

職場の豆知識

近畿２府４県の旅
滋賀県 新緑眩しいメタセコイヤ並木～新・日本街路樹百景～

今日は何の日



中部方面総監（野澤陸将）訓練視察

実員による戦闘予行（夜間）
（第３７普通科連隊）

１ ３ 師 団 だ よ り 第１４１号 令和３年（２０２１年） ４月

師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
（
木
）

か
ら
15
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫
県
）

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
第
１
回
師
団
統
裁
バ
ト
ラ
戦
闘
訓
練

を
実
施
し
た
。

バ
ト
ラ
と
は
、
交
戦
訓
練
装
置
（
Ｂ
Ａ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ

Ｔ
Ｒ
ａ

ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

Ａ
ｐ
ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ
）
の
略
称
で
レ
ー
ザ
ー

光
線
等
に
よ
り
実
弾
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
実
際
的
な
交
戦
訓

練
が
で
き
る
機
材
の
こ
と
で
あ
り
、
本
訓
練
で
は
こ
の
装
置
を

活
用
し
、
実
際
に
近
い
環
境
下
に
お
い
て
、
中
隊
対
抗
方
式
で

行
っ
た
。

訓
練
開
始
式
に
お
い
て
統
裁
官
は
、
訓
練
部
隊
に
対
し
て
「
Ｈ
ｏ

ｗ

ｔ
ｏ

ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
（
戦
い
方
）
」
の
検
証
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
Ｈ
ｏ
ｗ

ｔ
ｏ

ｗ
ｉ
ｎ
（
勝
ち
方
）
」
を
貪
欲
に
追
求
せ
よ

と
述
べ
た
上
で
「
全
力
を
出
し
切
っ
て
戦
え
」
「
結
果
を
次
に

繋
げ
よ
」
等
を
要
望
し
た
。

戦
車
、
特
科
、
施
設
科
等
の
配
属
を
受
け
た
各
普
通
科
中
隊

は
、
攻
撃
側
及
び
防
御
側
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
抜
い

た
勝
ち
方
を
も
っ
て
「
本
気
」
で
戦
い
、
部
隊
の
戦
闘
能
力
・

諸
職
種
協
同
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
バ
ト
ラ
戦
闘
訓
練
終
盤
に
は
、
中
部
方
面
総
監
（
野

澤
陸
将
）
に
よ
る
訓
練
状
況
の
視
察
を
受
け
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
た
中
隊
長
の
一
人
は
、
「
相
手
の
行
動
を

リ
ア
ル
に
見
積
る
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
で
き

た
。
ま
た
、
勝
利
の
追
求
に
よ
り
隊
員
の
団
結
及
び
規
律
心
が

育
成
さ
れ
、
戦
い
な
が
ら
中
隊
が
強
く
な
る
と
い
う
実
感
を
得

た
」
と
所
見
を
語
っ
た
。

次
回
の
師
団
統
裁
バ
ト
ラ
訓
練
は
、
来
年
２
月
に
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

訓練開始式 師団長訓示を受ける隊員
（第３７普通科連隊）

バトラ受領 視準校正
（第３６普通科連隊）

中隊長による現地確認・指導
（第３６普通科連隊）

直接警戒中の７４式戦車
（第３戦車大隊）

道路障害作業車による障害の構成
（第３施設大隊）

防御準備 陣地の構築
（第７普通科連隊）

師団長への課題報告
（第７普通科連隊）

砲迫バトラ運営
（第３特科隊）



令
和
３
年
４
月
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

小
野
田
１
佐
）
、
第
36
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

伊
藤
１
佐
）
、
第
37
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

東
１
佐
）
、
第
３
特
科
隊
（
隊
長

小

松
１
佐
）
及
び
第
３
戦
車
大
隊
（
大
隊
長

足

立
２
佐
）
の
５
コ
部
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
令
和
３

年
度
自
衛
官
候
補
生
入
隊
式
を
挙
行
し
た
。

入
隊
式
に
臨
ん
だ
自
衛
官
候
補
生
は
、
着
隊

か
ら
約
10
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
く
も
成
長

し
た
凛
々
し
い
姿
を
披
露
し
た
。

第
３
特
科
隊
に
入
隊
し
た
加
藤
自
衛
官
候
補

生
は
「
自
衛
隊
で
の
営
内
生
活
に
も
少
し
慣
れ

ま
し
た
。
始
め
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
そ
う

で
し
た
が
、
同
期
と
力
を
合
わ
せ
て
教
育
を
頑
張

り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

今
後
、
候
補
生
達
は
、
約
３
ヶ
月
に
亘
り
、

自
衛
官
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地
に
お
い
て
基
礎

的
な
教
育
訓
練
に
臨
む
。

区隊旗の授与（第７普通科連隊）

申 告（第３特科隊）

武器貸与式（第３６普通科連隊） 入 場（第７普通科連隊）

記念撮影（第３戦車大隊）

服務の宣誓（第３７普通科連隊）

２ ３ 師 団 だ よ り 第１４１号 令和３年（２０２１年） ４月

師団長による防衛大臣第１級賞状の代理贈呈

師
団
（
師
団
長

山
根

陸
将
）
は
、
令
和
３
年
３

月
30
日
（
火
）
、
千
僧
駐

屯
地
（
兵
庫
県
）
に
お
い

て
、
令
和
２
年
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
に
係
る
災

害
派
遣
に
従
事
し
た
第
３

後
方
支
援
連
隊
（
連
隊
長

三
宅
１
佐
）
に
対
し
て
、

防
衛
大
臣
第
１
級
賞
状
を

代
理
贈
呈
し
た
。

本
災
害
派
遣
で
は
、
水

際
対
策
支
援
と
し
て
、
関

西
国
際
空
港
に
お
け
る
帰

国
者
・
入
国
者
の
宿
泊
施

設
へ
の
輸
送
支
援
や
、
民

間
宿
泊
施
設
に
お
け
る
生

活
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、

自
治
体
か
ら
の
要
請
に
よ

り
、
市
中
感
染
の
拡
大
防

止
の
支
援
と
し
て
、
宿
泊

施
設
の
従
業
員
等
に
対
す

る
防
護
衣
の
着
脱
要
領
等

の
衛
生
教
育
を
行
い
、
民

生
の
安
定
に
寄
与
し
た
。

宿泊施設への輸送支援（令和２年４月）

衛生教育 防護服の着脱要領（令和２年４月）

第３音楽隊の演奏（第３６普通科連隊）

1２日

11日

表
彰
を
受
け
、
三
宅
連
隊
長
は
、
「
受
賞
で
き
た
の
は
日
頃
の
訓
練
の

賜
物
で
あ
り
、
派
遣
さ
れ
た
隊
員
だ
け
で
は
な
く
、
各
駐
屯
地
に
お
い

て
日
々
の
任
務
を
遂
行
し
て
く
れ
て
い
る
全
隊
員
に
感
謝
す
る
」
と
述
べ
た
。



師
団
最
先
任
上
級
曹
長
は
、
令
和
２
年
度
師
団
ベ
ス
ト
戦
士
に
14
名
の
隊
員
を
認
定
し
た
。
師
団
ベ
ス
ト
戦
士
は
、
師
団
隷
下
各
部
隊
が
実
施
し
た
小
火
器
射
撃
検
定
、
体
力
検
定
及

び
語
学
（
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
に
お
い
て
、
師
団
１
位
の
成
績
を
収
め
た
隊
員
で
あ
り
、
第
36
普
通
科
連
隊
の
植
野
３
曹
及
び
西
３
曹
は
、
２
年
連
続
の
受
賞
と
な
っ
た
。
体
力
検
定
（
10
・
20
代

女
子
の
部
）
で
ベ
ス
ト
戦
士
に
認
定
さ
れ
た
第
36
普
通
科
連
隊
の
植
野
３
曹
は
、
「
昨
年
に
引
き
続
き
ベ
ス
ト
戦
士
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
体
力
練
成
を
怠
ら
ず
や
っ
て
き
た
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
結
果
に
満
足
せ
ず
、
引
き
続
き
鍛
錬
し
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

第３６普通科連隊
第４中隊

２等陸曹 井上 大地

第３６普通科連隊
第４中隊

２等陸曹 井上 大地

第３６普通科連隊
第４中隊

２等陸曹 井上 大地

９
㎜
拳
銃
射
撃
（
准
曹
の
部
）

１
２
４
点
／
１
４
０
点

第３７普通科連隊
第４中隊

３等陸曹 野村 優一郎

小
銃
基
本
射
撃
（
准
曹
の
部
）

４
８
点
／
５
０
点第３６普通科連隊

第１中隊

３等陸曹 孫大 拓也

第７普通科連隊
第５中隊

陸士長 新川 齊海

小
銃
応
用
射
撃
（
准
曹
の
部
）

２
８
発
／
２
８
発第３７普通科連隊

本部管理中隊

２等陸曹 錦織 大地

小
銃
応
用
射
撃
（
陸
士
の
部
）

２
８
発
／
２
８
発第３７普通科連隊

第３中隊

陸士長 柴山 陽介

語
学
（
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
（
准
曹
士
の
部
）

９
４
５
点
／
９
９
０
点

第３６普通科連隊
第３中隊

３等陸曹 西 善輝

体
力
検
定
（
10
・
20
代
男
子
の
部
）

３
０
０
点
／
３
０
０
点

第３後方支援連隊
本部付隊

３等陸曹 中山 貴洋

第３７普通科連隊
本部管理中隊

陸曹長 永長 和也

第３後方支援連隊第２整備大隊

第１普通科直接支援中隊

１等陸曹 河合 毅

第３６普通科連隊
本部管理中隊

３等陸曹 植野 さくら

第３施設大隊
本部管理中隊

１等陸士 別所 茉美

第３高射特科大隊
本部管理中隊

陸曹長 松崎 由香里

第３偵察隊
本部付隊

陸曹長 竹内 純

第３７普通科連隊
本部管理中隊

１等陸曹 石原 智子

小
銃
基
本
射
撃
（
陸
士
の
部
）

４
７
点
／
５
０
点

体
力
検
定
（
10
・
20
代
女
子
の
部
）

３
０
０
点
／
３
０
０
点

体
力
検
定
（
30
代
男
子
の
部
）

３
０
０
点
／
３
０
０
点

体
力
検
定
（
40
代
男
子
の
部
）

３
０
０
点
／
３
０
０
点

体
力
検
定
（
40
代
女
子
の
部
）

２
９
１
点
／
３
０
０
点

体
力
検
定
（
30
代
女
子
の
部
）

２
９
７
点
／
３
０
０
点

体
力
検
定
（
50
代
男
子
の
部
）

３
０
０
点
／
３
０
０
点

体
力
検
定
（
50
代
女
子
の
部
）

２
１
６
点
／
３
０
０
点

３ ３ 師 団 だ よ り 第１４１号 令和３年（２０２１年） ４月

うえ の

の むら ゆう いち ろうまごだい たく やしんかわ ひと み

にしこおり だい ちしば やま よう すけにし よし き

なか やま たか ひろなが おさ かず やかわ い つよし

べっしょ ま みまつ ざき ゆ か り

たけ うち じゅんいし はら とも こ



第３高射特科大隊本部管理中隊

１等陸士 氏田 愛嘉音

今
回
は
、
第
３
高
射
特
科
大
隊
本
部
管
理
中
隊

の
氏
田
愛
嘉
音
（
う
じ
た

あ
か
ね
）
１
士
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

氏
田
１
士
は
明
る
く
素
直
で
、
中
隊
の
元
気
ナ

ン
バ
ー
１
。
こ
の
春
に
兄
も
入
隊
し
、
兄
妹
で
頑

張
る
隊
員
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

も
と
も
と
興
味
が
あ
り
、
実
際
に
話
を
聞
き

入
隊
を
決
心
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

人
と
人
の
繋
が
り
が
強
い
と
て
も
良
い
部
隊

だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

部
隊
配
属
後
、
す
ぐ
に
参
加
し
た
中
隊
訓
練

検
閲
で
す
。
全
て
が
初
め
て
で
何
も
か
も
分
か

ら
ず
、
き
つ
か
っ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

両
親
で
す
。
相
談
に
の
っ
て
く
れ
た
り
、
応

援
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

読
書
で
す
。

第３特科隊本部管理中隊

３等陸曹 北上 翔士

第７普通科連隊本部管理中隊

陸士長 門野 一樹

今
回
は
、
第
３
特
科
隊
本
部
管
理
中
隊
の
北
上

翔
士
（
き
た
か
み

し
ょ
う
じ
）
３
等
陸
曹
を
紹

介
し
ま
す
。

北
上
３
曹
は
、
令
和
２
年
１
月
に
３
等
陸
曹
に

昇
任
し
、
同
年
３
月
定
期
異
動
に
よ
り
第
10
特
科

連
隊
（
豊
川
）
か
ら
第
３
特
科
隊
へ
転
入
、
現
在

「
中
隊
補
給
陸
曹
」
と
し
て
「
被
服
係
」
を
担
任
し

て
い
ま
す
。
被
服
係
に
上
番
し
て
か
ら
は
、
隊
員

を
よ
く
観
察
し
、
隊
員
の
被
服
や
装
具
の
状
態
を

常
に
気
に
か
け
、
被
服
の
修
理
や
更
新
に
対
す
る

強
い
使
命
感
と
情
熱
を
持
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
日
々
の
訓
練
や
作
業
に
よ
る
被
服
の
汚

損
や
破
損
が
多
い
若
年
隊
員
に
は
よ
り
一
層
の
注

意
を
払
う
と
と
も
に
、
不
具
合
が
発
生
し
た
際
に

は
、
被
服
係
に
相
談
し
や
す
い
環
境
作
り
を
重
視

し
て
い
ま
す
。

第３７普通科連隊第５中隊

３等陸尉 名原 昇平

今
回
は
、
第
37
普
通
科
連
隊
第
５
中
隊
の
名
原

昇
平
（
な
ば
ら

し
ょ
う
へ
い
）
３
尉
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
名
原
３
尉
は
、
真
面
目
な
性
格

で
あ
り
、
小
隊
隊
員
か
ら
愛
さ
れ
る
若
手
幹
部
で

す
。

Ｑ

第
何
期
で
入
校
し
ま
し
た
か
。

Ａ

平
成
30
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て

入
校
し
ま
し
た
。
幹
部
期
別
は
18
Ｕ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

元
々
公
務
員
を
志
望
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

も
特
に
国
民
へ
の
貢
献
度
が
高
い
仕
事
は
自
衛

官
で
あ
る
と
感
じ
受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

高
良
山
登
山
走
で
す
。
区
隊
一
丸
と
な
っ
て

日
々
練
成
に
励
み
、
結
果
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

小
隊
長
と
し
て
訓
練
計
画
を
作
成
し
、
実
行

し
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

自
ら
計
画
、
実
行
し
た
訓
練
で
、
無
事
任
務

を
達
成
し
、
大
き
な
事
故
も
な
く
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
時
で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

小
隊
員
を
掌
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応

じ
た
服
務
指
導
を
行
う
こ
と
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

小
隊
長
と
い
う
立
場
で
経
験
を
積
み
積
極
的

に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

共
に
技
術
・
知
識
を
高
め
合
い
、
切
磋
琢
磨

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
の

門
野

一
樹
（
か
ど
の

か
ず
き
）
士
長
で
す
。

今
回
は
、
私
の
趣
味
、
キ
ャ
ン
プ
を
紹
介
し
ま

す
。キ

ャ
ン
プ
は
、
去
年
の
１
月
、
先
輩
や
同
僚

等
か
ら
誘
わ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
元
々
少

し
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
楽
し
い
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
私
の
感
じ
る
面
白
い
と
こ
ろ
を
２
点
紹

介
し
ま
す
。
１
点
目
は
、
自
分
で
時
間
や
場
所
、

天
気
の
状
態
を
考
慮
し
、
自
由
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
で
す
。
２
点
目
は
、
夜
に
焚
火

の
パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
と
夜
景
を
楽
し
み
な
が

ら
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
こ
と
を
語
り
合
う

こ
と
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
の
お
か
げ
で
先
輩
や
同

僚
と
よ
り
親
密
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

部
隊
通
信
の
教
育
が

終
わ
り
ま
し
た
の
で
、

訓
練
検
閲
に
向
け
、
通

信
手
と
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
発
揮
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸

命
学
ん
で
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
自

衛
隊
の
国
際
貢
献
活
動

や
米
軍
と
の
合
同
訓
練

な
ど
、
今
後
英
語
の
習

得
が
必
須
と
な
る
こ
と

を
見
据
え
、
学
生
時
代

に
英
語
を
専
攻
し
て
い

た
経
験
を
活
か
し
、
英

語
課
程
へ
の
入
校
を

目
標
に
邁
進
し
て
い

ま
す
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
遠
出
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
近
場
で
の
キ
ャ

ン
プ
が
マ
イ
ブ
ー
ム
で

す
。
特
に
、
ソ
ロ
キ
ャ

ン
プ
は
密
に
な
る
こ
と

な
く
気
軽
に
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
キ
ャ
ン
プ
を

始
め
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

マメ
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２

４

今
回
は
、
滋
賀
県
高
島
市
マ
キ
ノ
町
に
あ
る
「
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
並
木
」
を

紹
介
し
ま
す
。

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
並
木
は
、
農
業
公
園
マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド
か
ら
マ

キ
ノ
高
原
へ
と
続
く
約
２
・
４
㎞
の
並
木
道
で
あ
り
、
約
５
０
０
本
の

メ
タ
セ
コ
イ
ア
（
中
国
原
産
、
す
ぎ
科
メ
タ
セ
コ
イ
ア
属
の
落
葉
高
木

で
、
和
名
は
ア
ケ
ボ
ノ
ス
ギ
）
が
植
え
ら
れ
、
四
季
折
々
に
様
々
な
景

観
を
見
せ
て
い
ま
す
。
１
９
９
４
年
11
月
に
は
、
読
売
新
聞
社
「
新
・
日

本
の
街
路
樹
百
景
」
に
選
定
さ
れ
、
イ
ン
ス
タ
映
え
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
キ
ノ
高
原
側
の
並
木
、
マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド

前
か
ら
向
か
っ
て
伸
び
る
直
線
道
路
上
は
、
絶
景
ポ
イ
ン
ト
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
駐
車
場
（
有
料
）
に
車
を
停
め
て
、

最
高
の
一
枚
を
撮
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
す

ぐ
に
は
訪
れ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

な
ど
が
解
除
さ
れ
た
際
に
は
、
訪
れ
て
み
た
い
で
す
ね
。

３

「
今

日

は

何

の

日

」

い
よ
い
よ
新
年
度
・
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。
生
活

や
職
場
環
境
等
の
変
化
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
大
型
連
休
を
目

標
に
全
力
疾
走
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

筆
者
は
、
こ
の
大
型
連
休
の
終
わ
り
か
ら
お
盆
ま
で
の
予
定

を
確
認
し
、
７
月
下
旬
ま
で
祝
日
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
愕

然
と
し
ま
し
た
。
何
か
の
間
違
い
で
は
？
と
何
度
も
カ
レ
ン

ダ
ー
を
見
て
い
る
う
ち
、
や
は
り
祝
日
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
代
わ
り
に
５
月
の
「
母
の
日
」
、
６
月
の
「
父
の
日
」
等

の
存
在
に
気
付
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
祝
日
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
等
と
同
様
、
記
念
日
の

部
類
と
し
て
、
日
常
生
活
に
ち
ょ
っ
と
し
た
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
記
念
日
等
が
も
っ
と
他
に
も
あ
る

の
で
は
、
と
思
い
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
う
る
う
年

の
２
月
29
日
で
さ
え
「
ニ
ン
ニ
ク
の
日
（
由
来
は
語
呂
合
わ

せ
）
」
と
い
わ
れ
る
等
、
年
間
を
通
じ
て
毎
日
何
ら
か
の
記

念
日
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
回
は

「
生
活
に
彩
り
を
」
と
い
う
視
点
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

『
旅
の
日
（
５
月
16
日
）
』…

江
戸
前
期
の
俳
諧
師
と
し
て

有
名
な
、
松
尾
芭
蕉
が
奥
の
細
道
に
旅
立
っ
た
日
を
記
念
し

て
提
唱
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
い
つ
も
の
帰
り
道
を
少
し
変
更

す
る
だ
け
で
も
そ
こ
は
別
世
界
！
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

『
露
天
風
呂
の
日
（
６
月
26
日
）
』…

毎
月
26
日
は
風
呂
の

日
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
「
６
・
」
で
露
天
だ
そ
う
で
す
。

た
ま
に
は
夜
空
を
見
上
げ
な
が
ら
贅
沢
な
ひ
と
時
を
楽
し
ん

で
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
の
日
（
毎
月
22
日
）
』…

カ
レ
ン
ダ
ー

を
見
る
と
22
日
の
上
に
は
必
ず
15
（
イ
チ
ゴ
）
日
が
乗
っ
て

い
ま
す
。
誕
生
日
以
外
の
日
に
も
理
由
を
付
け
て
シ
ョ
ー
ト

ケ
ー
キ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

『
ク
レ
ー
プ
の
日
（
毎
月
９
の
付
く
日
）
』…

数
字
の
「
９
」

が
ク
レ
ー
プ
に
見
え
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
筆
者
が
行
き
つ

け
の
ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん
も
こ
の
日
に
感
謝
デ
ー
を
開
催
し
て

お
り
、
つ
い
た
く
さ
ん
購
入
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
小
さ
な
幸
せ
」
「
お
楽
し
み
」
を
目
標
に

す
る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
、
７
月
下
旬

の
連
休
ま
で
乗
り
切
れ
る
気
が
し
て
き
ま
し
た
。
お
気
に
入

り
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
作
っ
て
し
ま
っ
て

も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

筆
者
と
し
て
は
、
今
年
こ
そ
「
お
付
き
合
い
記
念
日
」
を

作
っ
て
生
活
に
彩
り
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。


